２０１９年度理事役員共通認識事項
1. 委員会運営について（定例日第1火曜日）
· 会次第・議事録を作成し理事会にて報告を行なう。
（理事会に委員会報告書として上程はするが、発表はしない。）

· なるべく定例日に委員会を開催する。（定例日に行う事で他の委員会との繋がりも作りやすい）
· JCIクリード唱和・JCIミッション、ビジョン唱和・JC宣言文朗読並びに綱領唱和・未来ビジョン唱和・スローガン唱和をしっかり行なう。
· 委員長は事前に副理事長及び副委員長と打合せを行い、委員会での協議内容を精査した上で委員会を行うように心がける。また、委員会の進行は副委員長が行うようにする。

2. 理事会運営について（定例日第４火曜日）
· 議案は７日前に提出報告を専務に行い、理事会の5日前（木曜日AM１２：00）までに副理事長が専務へ提出し、専務が３日前にホームページへ上程する。（期限を守らない場合は議案上程しません。）
· 理事会会場設営・片付けは事務局を中心に全員で行なう。

· 時間厳守で万が一遅刻・欠席の場合は早めに事務局長へ連絡をする。

· 議事録は各委員会と事務局で作成し、管理を事務局で行い署名人に確認・修正後に専務へ提出する。専務がホームページへ上程。期限は次回理事会前日までとする。

· 臨時理事会を開催する場合は担当委員会が日程調整・会場予約を行い、議事録も作成する。
· 理事会前日までに担当副理事長および専務によりタイムスケジュールを確認する。

· 議案については、1議案当り説明5分・質疑応答10分を基本とし、それ以上必要な場合は、専務へ事前に申し出ること。（必要項目だけ説明）
· 予算見積書は、10万円以上（2社見積）１０万円未満（1社見積）5千円未満は、予算書備考へ調査価格（会社名等）の報告を記入する。

· 決算書には、必ず領収証を添付する。

· 講師などを依頼する際は、審議までに講師依頼承諾書を提出する。

3. 正副理事会運営について（定例日第２火曜日）
· 議案は正副理事会の３日前までに副理事長が専務へ提出し専務がホームページへ上程する。
（期限を守らない場合は議案上程しません）

· 正副理事会会場設営・片付けは全員で行なう。

· 時間厳守で万が一遅刻・欠席の場合は早めに事務局長へ連絡をする。

· 担当副理事長が欠席する場合は、代理者を出席させる。

· 指摘事項等は担当副理事長から委員長へ漏れがないように伝える。
· （協議終了後に指摘事項の確認を行なう。）
· 臨時正副理事会を開催する場合は担当副理事長が日程調整・会場予約を行う。

4. 例会運営について（定例日第３火曜日）
· 例会は各委員会担当制とし、会場設営・進行は各担当委員会にて行う。
（議案書については、基本フォーマットを利用する。
3月・4月・5月・6月・7月・9月・10月・11月）　　　　　　　　　　　　
· 案内文の発送は各担当委員会で行なう。出欠確認は執行部で行う。
　　*メインプログラムを行うかは、委員会に付託します。
※月に５週目がある場合は、１週ずらしての例会・会議を行う場合もあります。

5. 予算執行について

・事業ごとに通帳を作成する。（1つの事業費が10万円以内の場合は作らなくてよい。）
・通帳名は委員会名　○○○○委員長名　で作成する。
　　・理事会にて審議を通過したら専務が確認し、財政局長より事務局に連絡を行い出金してもらい、作成した各委員会の通帳に入金する。（総会・例会は通帳に入金しなくても良い。）
（尚、審議議案の時は、理事会前までに必ず、事務局長に見積書原本確認を取っておいてください。）
　　・事業終了後、通帳を解約し写しを報告書に添付する。
・余剰金がある場合は、報告書の審議通過前に財政局長へ連絡し、事務局へ返金する。

6. その他

　　・会員拡大を全員で取り組み会員数60名にする。
　　・理事・役員の責任としてLOMおよび対外事業等は必ず出席をするように最善の努力を行うと共に他の会員にも出席を促すようにする。
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